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みんなで話し合う、協働のまちづくり　

の
を
活
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
か
と
思
う
。

参
加
者
　
町
の
仕
事
は
優
先
的
に
町
内
業
者
へ
発
注
で

き
な
い
か
。

町
長
　
町
内
業
者
が
有
利
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
貢
献

の
項
目
も
含
め
た
入
札
方
法
を
取
り
入
れ
た
り
、

町
外
の
事
業
者
が

参
加
す
る
場
合
は
、

下
請
け
事
業
者
に

何
割
か
町
内
事
業

者
を
含
む
こ
と
を

条
件
と
す
る
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。

10
月
15
日
㈯
　午
前
10
時
〜
11
時
30
分

東
部
コ
ミ
セ
ン
　参
加
者
　約
20
人

参
加
者
　
高
齢
者
の
病
院
、
買
い
物
の
交
通
手
段
を
考

え
て
ほ
し
い
。

町
長
　
来
年
度
は
、
公
共
交
通
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
と
検
討
会
議
を
し
て
い
く
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
デ
マ
ン
ド
な
ど
、
本
町

に
と
っ
て
何
が
適
切
か
を
調
査
研
究
す
る
。

参
加
者
　
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
余
っ
た
人

の
分
を
活
用
で
き
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、
75
歳
以
上
の
人
に
配
布
し
て
い
る
が
、

使
用
率
は
46
％
程
度
で
あ
る
。
今
後
は
40
歳
以
上

で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
対
象
に
す
る

な
ど
変
更
を
考
え
て
い
る
。

参
加
者
　
播
磨
南
小
学
校
の
通
学
路
は
、
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
横
を
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

町
長
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
高
さ
が
１
㍍
20
㌢
以
上
あ
る
た

め
、
回
り
道
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
既
に
土

地
所
有
者
と
協
議
を
始
め
て
お
り
、
前
向
き
な
答

え
を
も
ら
っ
て
い
る
。
も
う
少
し
待
っ
て
ほ
し
い
。

参
加
者
　
幼
稚
園
給
食
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

給
食
に
つ
い
て
は
小
学
１
年
生
で
も
い
ろ
い
ろ
と

大
変
で
、
先
生
も
食
べ
る
時
間
が
な
い
状
態
で
あ

る
。

町
長
　
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
一
つ
一
つ
解
決
し
て

い
き
、
体
制
を
整
え
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

参
加
者
　
こ
の
よ
う
な
集
ま
り
に
若
い
人
が
い
な
い
の

は
、
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
の
で
参
加
を
諦
め
て

い
る
人
も
い
る
。
託
児
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

若
い
人
の
意
見
が
聞
け
る
場
を
設
け
て
も
ら
い
た

い
。

町
長
　
若
い
人
た
ち
か
ら
の
意
見
を
聞
く
場
に
つ
い
て

は
、
お
っ
し
ゃ
る

通
り
で
、
ま
た
別

に
そ
の
よ
う
な
機

会
を
作
ら
せ
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。

10
月
19
日
㈬
　午
後
６
時
30
分
〜
８
時

西
部
コ
ミ
セ
ン
　参
加
者
　約
50
人

参
加
者
　
今
ま
で
事
故
が
無
か
っ
た
か
ら
し
な
い
の
で

は
な
く
危
険
個
所
を
見
つ
け
た
ら
対
処
す
る
こ
と

を
、
町
と
自
治
会
が
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
け
た

ら
い
い
と
思
う
。

町
長
　
整
備
な
ど
は
自
治
会
長
か
ら
話
が
あ
っ
て
実
施

し
た
り
、
通
学
路
の
点
検
で
毎
年
発
見
さ
れ
る
の

で
、
今
後
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

参
加
者
　
喜
瀬
川
の
草
木
に
つ
い
て
。

町
長
　
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
と
い
う
外
来
種
が
喜

瀬
川
に
入
っ
て
き
た
。
そ
の
植
物
が
一
部
で
も
残

っ
て
い
る
と
そ
こ
か
ら
も
根
を
張
る
の
で
、
取
り

除
く
に
は
土
ご
と
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
県
の
事
業
だ
が
、
国
や
県
と
連
携
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

参
加
者
　
新
島
の
拡
張
は
、
本
当
に
で
き
る
の
か
。

町
長
　
新
島
拡
張
は
県
と
国
の
協
力
が
な
い
と
で
き
な

い
。
誰
か
が
声
を
上
げ
な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い

の
で
、
地
元
企
業
や
住
民
と
協
力
し
て
国
や
県
に

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
加
者
　
自
立
支
援
協
議
会
で
、
障
害
の
あ
る
人
を
図

書
館
に
連
れ
て
い
く
の
は
大
変
と
い
う
話
か
ら
、

移
動
図
書
館
の
話
に
な
っ
た
。

町
長
　
担
当
課
と
協
議
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

参
加
者
　
住
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
役
場
の
組
織

を
作
っ
て
ほ
し
い
。

町
長
　
機
構
改
革
で
は
自
治
会
長
の
用
事
が
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
で
き
る
よ
う
に
協
働
推
進
課
を
新
設
し
た
。

こ
れ
で
完
璧
だ
と

は
思
っ
て
い
な
い

の
で
不
都
合
が
あ

れ
ば
柔
軟
に
対
応

し
て
推
進
し
て
い

く
。

10
月
26
日
㈬
　午
後
６
時
30
分
〜
８
時

野
添
コ
ミ
セ
ン
　参
加
者
　約
40
人

参
加
者
　
休
日
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
が
、
救
急
車
を

呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
く
、
ど
こ
に
行
け
ば
よ
い
か
分

か
ら
な
く
て
困
っ
た
。

町
長
　
夜
間
に
対
応
し
て
い
る
東
は
り
ま
夜
間
休
日
応

急
診
療
セ
ン
タ
ー
が
加
古
川
市
に
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
と
き
は
遠
慮
せ
ず
救
急
車
を
呼
ん
で
ほ
し

い
。

参
加
者
　
公
園
を
花
木
で
彩
り
、
町
中
歩
き
回
り
た
い

と
思
え
る
町
に
し
た
い
。

町
長
　
自
治
会
で
公
園
管
理
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
。

参
加
者
　
長
時
間
の
停
電
時
に
は
コ
ミ
セ
ン
な
ど
の
公

共
施
設
を
避
難
所
と
し
て
開
設
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
が
停
電
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
停
電
を

災
害
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
だ
と
思

う
。

町
長
　
今
は
電
力
会
社
か
ら
の
停
電
の
情
報
が
役
場
内

で
共
有
で
き
て
い
な
い
状
態
な
の
で
、
今
後
は
情

報
を
共
有
で
き
る
体
制
を
考
え
て
い
き
た
い
。

参
加
者
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ

を
知
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
。

町
長
　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

他
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
も
し
て
い
て
、
そ
の
活

動
に
救
わ
れ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
、
行
政
も
支

援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

参
加
者
　
土
山
駅
か
ら
南
へ
通
る
道
の
横
断
歩
道
に
信

号
を
設
置
す
る
の
が
難
し
い
の
な
ら
、
せ
め
て
横

断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
と
い
う
こ
と
が
守
ら
れ
る

よ
う
に
、
警
察
に
立
っ
て
も
ら
い
た
い
。

町
長
　
瓜
生
に
信
号
が

あ
る
の
で
近
く
に

信
号
を
設
置
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
他
に
も

危
険
な
箇
所
は
あ

る
の
で
、
そ
の
場

所
も
含
め
て
公
安

委
員
会
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
当
日
の
様
子
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
企
画
課
秘
書
広
報
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
５
６

問

町
長
と
語
ろ
う

オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

　
10
月
に
実
施
さ
れ
た
４
会
場
の
オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

10
月
８
日
㈯
　午
前
10
時
〜
11
時
30
分

南
部
コ
ミ
セ
ン
　参
加
者
　約
70
人

参
加
者
　
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
。

町
長
　
稲
美
町
が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
研
究
し
、
公
設

民
営
を
考
え
て
い
る
。
加
古
川
市
も
協
力
的
で
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
つ
の
ま
ち
だ
け
で
す
る
の

で
は
な
く
広
域
で
す
る
の
が
効
果
的
だ
と
思
う
。

参
加
者
　
中
央
公
民
館
を
新
し
く
建
て
直
し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
中
央
公
民
館
、
役
場
、
総
合
体
育
館
が
建
設
か

ら
約
50
年
経
過
し
、
建
物
の
寿
命
を
迎
え
て
い
る
。

約
10
年
後
の
建
て
替
え
を
目
指
し
て
、
費
用
は
来

年
度
か
ら
積
み
立
て
を
検
討
す
る
。

参
加
者
　
狭
隘
道
路
や
空
き
家
に
つ
い
て
。

町
長
　
土
山
駅
北
地
区
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

既
に
あ
る
が
、
本
荘
地
区
・
古
宮
地
区
に
も
同
じ

よ
う
な
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
再
開
発
の
プ
ラ
ン

を
作
る
よ
う
に
内
部
で
検
討
し
て
い
る
。

参
加
者
　
花
火
大
会
や
夏
ま
つ
り
な
ど
の
催
し
は
な
い

の
で
す
か
。

町
長
　
い
き
な
り
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
は
難
し
い
の
で
、

安
全
対
策
な
ど
を
研
究
し
な
が
ら
小
さ
い
も
の
か

ら
実
施
す
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
公
園
で

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も

き
ょ
う
あ
い
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播磨町町制施行60周年記念・大中遺跡発見60周年記念

郷
土
資
料
館
特
別
展
　
「
大
中
遺
跡

の
祈
り
と
く
ら
し―

60
年
目
の
新
発

見―

」

記
念
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
し

ま
し
た

　
10
月
16
日
に
県
立
考
古

博
物
館
で
開
催
し
た
記
念

講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

は
、
70
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
は
じ
め
に
、
森
岡
秀

人
さ
ん
（
奈
良
県
立
橿
原

考
古
学
研
究
所
共
同
研
究

員
）
に
よ
る
記
念
講
演

「
実
像
に
迫
る
！
邪
馬
台

国
時
代
の
大
中
遺
跡
」
に

続
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
大
中
遺
跡
の
過
去
・
現

在
・
未
来
」
で
は
浅
原
重
利
さ
ん
（
播
磨
町
文
化

財
保
護
審
議
会
会
長
）
、
和
田
晴
吾
さ
ん
（
兵
庫

県
立
考
古
博
物
館
館
長
）
、
水
野
洋
子
さ
ん
（
播

磨
町
立
播
磨
小
学
校
校
長
）
、
森
岡
秀
人
さ
ん
が

パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
大
中
遺
跡
の
将
来
像
を
は
じ

め
、
播
磨
町
全
体
の
文
化
財
の
調
査
・
保
存
・
活

用
に
つ
い
て
活
発
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
ま

し
た
。

問
郷
土
資
料
館

☎
０
７
９-

４
３
５-

５
０
０
０

播磨町ふるさとPR大使の岡部祐希さんが受賞と活動を町長に報告

播
磨
町
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
大
使

岡
部
祐
希
さ
ん
が
兵
庫
県
の

「
若
人
の
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た

　
「
若
人
の
賞
」
は
、
昭
和
60
年
の
国
際
青
年
年

を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
、
豊
か
な
想
像
力
と
情
熱

を
傾
け
な
が
ら
、
青
少
年
活
動
や
国
際
交
流
活
動
、

文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
青
少
年
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
岡
部
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
日
本
民
謡
に
情
熱

を
も
っ
て
取
り
組
み
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
平
成
31
年
１
月
か
ら
は
播
磨
町
ふ
る
さ
と

Ｐ
Ｒ
大
使
と
し
て
、
民
謡
を
通
じ
て
全
国
に
む
け

て
播
磨
町
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　
11
月
２
日
、
町
長
室
を
訪
れ
た
岡
部
さ
ん
は
、

「
播
磨
町
を
拠
点
に
活
動
し
、
地
元
に
舞
台
が
あ

る
、
地
元
に
根
付
い
た
民
謡
歌
手
で
あ
り
た
い
」

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

問
企
画
課
秘
書
広
報
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
５
６

寄付金を子育て支援に活用します

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら

寄
付
を
受
け
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た

　
９
月
26
日
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

（
坪
井
良
英
姫
路
支
社
長
）
か
ら
の
、
寄
付
金

（
40
万
５
千
円
）
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金

は
、
明
治
安
田

生
命
保
険
相
互

会
社
の
全
従
業

員
が
居
住
地
や

出
身
地
な
ど
ゆ

か
り
の
あ
る
地

域
に
対
し
て
任

意
で
募
金
す
る

「
従
業
員
募

金
」
に
加
え
、

会
社
拠
出
の
寄

付
金
が
上
乗
せ
さ
れ
た
も
の
で
、
寄
付
金
の
目
録

贈
呈
を
受
け
、
佐
伯
町
長
よ
り
坪
井
支
社
長
へ
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
は
、
子
育
て
支
援
に
活
用
し
て
ほ

し
い
と
の
趣
旨
の
も
と
、
役
場
第
１
庁
舎
内
の
キ

ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
（
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
）
購
入
に

充
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

問
こ
ど
も
課
そ
だ
ち
支
援
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
６
６

播磨町町制施行60周年記念事業　美術展と菊花展　入賞者

第
70
回
播
磨
町
美
術
展
入
賞
者（
敬
称
略
）

　
11
月
２
日
〜
６
日
、
中
央
公
民
館
で
実
施
。
各

部
門
合
計
１
２
２
点
が
出
展
さ
れ
、
約
１
，
１
０

３
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

【 

日
本
画 

】 
 

町
長
賞 

岩
本
　
す
ず
子
（
姫
路
市
）

議
会
議
長
賞 

内
海
　
一
紀
（
太
子
町
）

教
育
長
賞 

湯
本
　
秀
昭
（
加
古
川
市
）

町
制
施
行
60
周
年
記
念
賞 

吉
岡
　
夏
子
（
姫
路
市
）

美
術
協
会
長
賞 

船
越
　
司
人
（
明
石
市
）

奨
励
賞 

和
田
　
華
苑
（
播
磨
町
）

【 

洋
　
画 

】

町
長
賞 

大
西
　
隆
弘
（
播
磨
町
）

議
会
議
長
賞 

陰
永
　
裕
治
（
稲
美
町
）

教
育
長
賞 

岡
本
　
武
義
（
神
戸
市
）

町
制
施
行
60
周
年
記
念
賞
　
岡
田
　
慧
人
（
播
磨
町
）

美
術
協
会
長
賞 

西
田
　
管
男
（
加
古
川
市
）

奨
励
賞 

䉤
　
久
美
子
（
加
古
川
市
）

奨
励
賞 

橋
本
　
准
子
（
姫
路
市
）

奨
励
賞 

平
石
　
晴
彦
（
加
古
川
市
）

【 

写
　
真 

】 
 

町
長
賞 

小
川
　
信
雄
（
明
石
市
）

議
会
議
長
賞 

西
森
　
栄
蔵
（
播
磨
町
）

教
育
長
賞 

谷
口
　
亮
介
（
神
戸
市
）

町
制
施
行
60
周
年
記
念
賞 

都
倉
　
重
忠
（
加
古
川
市
）

美
術
協
会
長
賞 

門
脇
　
多
美
代
（
三
木
市
）

奨
励
賞 

横
山
　
俊
彦
（
加
古
川
市
）

奨
励
賞 

前
田
　
治
（
三
木
市
）

奨
励
賞 

宮
当
　
正
代
（
加
古
川
市
）

【
書
　
道
】

町
長
賞 

早
川
　
美
保
（
明
石
市
）

議
会
議
長
賞 

栗
原
　
征
男
（
播
磨
町
）

教
育
長
賞 

仁
木
　
郁
子
（
加
古
川
市
）

町
制
施
行
60
周
年
記
念
賞 

小
山
　
文
雄
（
高
砂
市
）

美
術
協
会
長
賞 

吉
岡
　
鈴
加
（
稲
美
町
）

奨
励
賞 

大
西
　
麗
華
（
播
磨
町
）

奨
励
賞 

松
本
　
茂
（
播
磨
町
）

活力ある個性豊かな地域社会を目指して

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
と
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た

　
10
月
27
日
、
播
磨
町
と
第
一
生
命
保
険
株
式
会

社
が
相
互
に
連
携
し
、
包
括
的
な
連
携
協
定
を
締

結
し
、
明
石
支
社
長
・
高
橋
義
也
氏
と
協
定
書
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
健
康
増
進
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
子
育
て
支
援
・
保
育

対
策
、
青
少
年
育
成
・
教
育
、
高
齢
者
支
援
な
ど

包
括
的
に
多
種
多
様
な
分
野
で
相
互
に
協
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
諸
課
題
に
迅
速
か
つ
適
切

に
対
応
し
、
活
力
あ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の

形
成
と
発
展
及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

問
協
働
推
進
課
住
民
協
働
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

２
３
６
４

【 

彫
塑
・
工
芸 

】

町
長
賞 

古
川
　
直
人
（
稲
美
町
）

議
会
議
長
賞 

井
上
　
雄
二
（
播
磨
町
）

教
育
長
賞 

西
村
　
真
由
美
（
福
崎
町
）

町
制
施
行
60
周
年
記
念
賞
　
山
本
　
隆
之
（
稲
美
町
）

美
術
協
会
長
賞 
西
田
　
管
男
（
加
古
川
市
）

奨
励
賞 
遠
藤
　
岩
雄
（
播
磨
町
）

奨
励
賞 

吉
川
　
俊
行
（
播
磨
町
）

第58回播磨町菊花展入賞者
10月23日～11月９日で開催されました。（敬称略）
播磨町長賞　　　　 浅原　良平
播磨町議会議長賞　 西口　龍彌
播磨町教育長賞　 春名　寿美代
兵庫県菊花連合会長賞
　　東はりま特別支援学校　永井　誠　
 土井　勝代子
神戸新聞社賞　　　 春名　政吉
播磨町菊花会長賞　 西口　龍彌
兵庫南農業協同組合長賞
　　東はりま特別支援学校　永井　誠
播磨町商工会長賞　 土井　勝代子
(公財)兵庫県園芸・公園協会理事長賞
 春名　寿美代
 香西　美知子
兵庫県立フラワーセンター園長賞
 松岡　香
 浅原　良平

問問

問

問

▲記念講演
講師　森岡秀人さん

▲シンポジウムの様子

奨励賞 土井　勝代子
 春名　政吉
 香西　美知子
 松岡　香
大きく咲いたで賞
 ことぶき大学園芸クラブ
特別出品 加藤　吉和
参考出品 西口　龍彌
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